
一

公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
の
次
に
次
の
目
次
及
び
章
名
を
付
す
る
。

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
八
条
）

第
二
章

基
本
方
針
等
（
第
九
条
―
第
十
一
条
）

第
三
章

多
様
な
入
札
及
び
契
約
の
方
法
等

第
一
節

競
争
参
加
者
の
技
術
的
能
力
の
審
査
等
（
第
十
二
条
・
第
十
三
条
）

第
二
節

多
様
な
入
札
及
び
契
約
の
方
法
（
第
十
四
条
―
第
二
十
条
）

第
三
節

発
注
関
係
事
務
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
活
用
及
び
発
注
者
に
対
す
る
支
援
等
（
第
二
十
一
条

―
第
二
十
四
条
）

附
則

第
一
章

総
則



二

第
一
条
中
「
か
ん
が
み
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
」
を
「
鑑
み
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
に
関
す
る
基
本
理
念
、
国
等
の
責
務
、
基
本
方
針
の
策
定
等
そ
の
担
い
手
の
中
長

期
的
な
育
成
及
び
確
保
の
促
進
そ
の
他
の
」
に
改
め
、
「
に
よ
り
、
」
の
下
に
「
現
在
及
び
将
来
の
」
を
加
え
る
。

第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
当
た
っ
て
は
、
公
共
工
事
に
関
す

る
調
査
」
の
下
に
「
（
点
検
及
び
診
断
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
改
め
、
「
踏
ま

え
」
の
下
に
「
、
公
共
工
事
に
準
じ
、
そ
の
業
務
の
内
容
に
応
じ
て
必
要
な
知
識
又
は
技
術
を
有
す
る
者
の
能
力
が
そ
の
者
の

有
す
る
資
格
等
に
よ
り
適
切
に
評
価
さ
れ
、
及
び
そ
れ
ら
の
者
が
十
分
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
等
に
よ
り
」
を
加
え
、
同
項
を
同

条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
当
た
っ
て
は
」
の
下
に
「
、
公
共
工
事
の
受
注
者
の
み
な
ら
ず
下
請
負
人
及
び
こ
れ
ら

の
者
に
使
用
さ
れ
る
技
術
者
、
技
能
労
働
者
等
が
そ
れ
ぞ
れ
公
共
工
事
の
品
質
確
保
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

鑑
み
」
を
、
「
請
負
契
約
」
の
下
に
「
（
下
請
契
約
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
締
結
し
、
」
を
「
適
正
な
額
の
請
負
代
金
で

締
結
し
、
そ
の
請
負
代
金
を
で
き
る
限
り
速
や
か
に
支
払
う
等
」
に
改
め
、
「
履
行
す
る
」
の
下
に
「
と
と
も
に
、
公
共
工
事

に
従
事
す
る
者
の
賃
金
そ
の
他
の
労
働
条
件
、
安
全
衛
生
そ
の
他
の
労
働
環
境
が
改
善
さ
れ
る
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十

項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
競
争
に
付
さ
れ
た
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
並
び
に
適
正
な
」



三

を
「
、
そ
の
請
負
代
金
の
額
に
よ
っ
て
は
公
共
工
事
の
適
正
な
施
工
が
通
常
見
込
ま
れ
な
い
契
約
の
締
結
が
防
止
さ
れ
る
こ
と

並
び
に
契
約
さ
れ
た
公
共
工
事
の
適
正
な
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑

み
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

６

公
共
工
事
の
品
質
は
、
完
成
後
の
適
切
な
点
検
、
診
断
、
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
維
持
管
理
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
り
確

保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

公
共
工
事
の
品
質
は
、
地
域
に
お
い
て
災
害
時
に
お
け
る
対
応
を
含
む
社
会
資
本
の
維
持
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
地
域
に
お
け
る
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
担
い
手
の
育
成
及
び
確
保
に
つ
い
て
配
慮
が
な
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
り
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

公
共
工
事
の
品
質
は
、
施
工
技
術
の
維
持
向
上
が
図
ら
れ
、
並
び
に
そ
れ
を
有
す
る
者
等
が
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
担

い
手
と
し
て
中
長
期
的
に
育
成
さ
れ
、
及
び
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
り
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

公
共
工
事
の
品
質
は
、
公
共
工
事
の
発
注
者
（
第
二
十
四
条
を
除
き
、
以
下
「
発
注
者
」
と
い
う
。
）
の
能
力
及
び
体
制

を
考
慮
し
つ
つ
、
工
事
の
性
格
、
地
域
の
実
情
等
に
応
じ
て
多
様
な
入
札
及
び
契
約
の
方
法
の
中
か
ら
適
切
な
方
法
が
選
択



四

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
中
「
、
国
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
」
を
削
る
。

第
十
五
条
第
三
項
中
「
育
成
」
の
下
に
「
及
び
そ
の
活
用
の
促
進
」
を
、
「
備
え
た
者
の
」
の
下
に
「
適
切
な
評
価
及
び
」

を
、
「
協
力
」
の
下
に
「
、
発
注
者
間
の
連
携
体
制
の
整
備
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
契
約
に
よ
り
発
注
関
係
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
発
注

関
係
事
務
を
適
切
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
十
四
条
前
段
中
「
発
注
者
は
」
の
下
に
「
、
前
条
第
一
項
の
場
合
を
除
く
ほ
か
」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
九
条
と
し
、
同

条
の
次
に
次
の
一
条
及
び
節
名
を
加
え
る
。

（
地
域
に
お
け
る
社
会
資
本
の
維
持
管
理
に
資
す
る
方
式
）

第
二
十
条

発
注
者
は
、
公
共
工
事
の
発
注
に
当
た
り
、
地
域
に
お
け
る
社
会
資
本
の
維
持
管
理
の
効
率
的
か
つ
持
続
的
な
実

施
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る
方
式
等
を
活
用
す
る
も
の
と
す
る
。



五

一

工
期
が
複
数
年
度
に
わ
た
る
公
共
工
事
を
一
の
契
約
に
よ
り
発
注
す
る
方
式

二

複
数
の
公
共
工
事
を
一
の
契
約
に
よ
り
発
注
す
る
方
式

三

複
数
の
建
設
業
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
組
合
そ
の
他
の
事
業
体
が
競
争
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
方
式

第
三
節

発
注
関
係
事
務
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
活
用
及
び
発
注
者
に
対
す
る
支
援
等

第
十
三
条
第
二
項
中
「
前
条
第
四
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
五
条
第
五
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
し
、

同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
技
術
提
案
の
審
査
及
び
価
格
等
の
交
渉
に
よ
る
方
式
）

第
十
八
条

発
注
者
は
、
当
該
公
共
工
事
の
性
格
等
に
よ
り
当
該
工
事
の
仕
様
の
確
定
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
自
ら
の

発
注
の
実
績
等
を
踏
ま
え
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
技
術
提
案
を
公
募
の
上
、
そ
の
審
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
選
定

し
た
者
と
工
法
、
価
格
等
の
交
渉
を
行
う
こ
と
に
よ
り
仕
様
を
確
定
し
た
上
で
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
発
注
者
は
、
技
術
提
案
の
審
査
及
び
交
渉
の
結
果
を
踏
ま
え
、
予
定
価
格
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

発
注
者
は
、
前
項
の
技
術
提
案
の
審
査
に
当
た
り
、
中
立
か
つ
公
正
な
審
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
中
立
の
立
場
で
公
正
な

判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
く
と
と
も
に
、
当
該
審
査
に
関
す
る
当
事
者
か
ら
の
苦
情
を
適
切
に



六

処
理
す
る
こ
と
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

３

発
注
者
は
、
第
一
項
の
技
術
提
案
の
審
査
の
結
果
並
び
に
審
査
及
び
交
渉
の
過
程
の
概
要
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
五
条
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
技
術
提
案
」
の
下
に
「
を
求
め
る
方
式
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
（
競
争
に
参
加
し
よ
う
と

す
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条

第
二
項
前
段
中
「
発
注
者
は
、
」
の
下
に
「
競
争
に
付
さ
れ
た
公
共
工
事
に
つ
き
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同

条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

発
注
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
技
術
提
案
を
求
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
競
争
に
参
加
す
る
者
の
技
術
提
案
に
係
る
負
担

に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
を
第
十
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
段
階
的
選
抜
方
式
）

第
十
六
条

発
注
者
は
、
競
争
に
参
加
す
る
者
に
対
し
技
術
提
案
を
求
め
る
方
式
に
よ
る
場
合
に
お
い
て
競
争
に
参
加
す
る
者

の
数
が
多
数
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
必
要
な
施
工
技
術
を
有
す
る
者
が
新
規



七

に
競
争
に
参
加
す
る
こ
と
が
不
当
に
阻
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
し
つ
つ
、
当
該
公
共
工
事
に
係
る
技
術
的
能
力

に
関
す
る
事
項
を
評
価
す
る
こ
と
等
に
よ
り
一
定
の
技
術
水
準
に
達
し
た
者
を
選
抜
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
者
の
中
か
ら
落

札
者
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条
を
第
十
二
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
、
節
名
及
び
一
条
を
加
え
る
。

（
競
争
参
加
者
の
中
長
期
的
な
技
術
的
能
力
の
確
保
に
関
す
る
審
査
等
）

第
十
三
条

発
注
者
は
、
そ
の
発
注
に
係
る
公
共
工
事
の
契
約
に
つ
き
競
争
に
付
す
る
と
き
は
、
当
該
公
共
工
事
の
性
格
、
地

域
の
実
情
等
に
応
じ
、
競
争
に
参
加
す
る
者
（
競
争
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
若
年

の
技
術
者
、
技
能
労
働
者
等
の
育
成
及
び
確
保
の
状
況
、
建
設
機
械
の
保
有
の
状
況
、
災
害
時
に
お
け
る
工
事
の
実
施
体
制

の
確
保
の
状
況
等
に
関
す
る
事
項
を
適
切
に
審
査
し
、
又
は
評
価
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節

多
様
な
入
札
及
び
契
約
の
方
法

（
多
様
な
入
札
及
び
契
約
の
方
法
の
中
か
ら
の
適
切
な
方
法
の
選
択
）

第
十
四
条

発
注
者
は
、
入
札
及
び
契
約
の
方
法
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
発
注
に
係
る
公
共
工
事
の
性
格
、
地
域
の
実

情
等
に
応
じ
、
こ
の
節
に
定
め
る
方
式
そ
の
他
の
多
様
な
方
法
の
中
か
ら
適
切
な
方
法
を
選
択
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
組
合
せ



八

に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
を
第
十
一
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
章
名
及
び
節
名
を
付
す
る
。

第
三
章

多
様
な
入
札
及
び
契
約
の
方
法
等

第
一
節

競
争
参
加
者
の
技
術
的
能
力
の
審
査
等

第
九
条
を
第
十
条
と
し
、
第
八
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
七
条
中
「
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
技
術
的
能
力
の
向
上
」
を
「
実
施
し
、
下
請
契
約
を
締
結
す
る
と

き
は
、
適
正
な
額
の
請
負
代
金
で
の
下
請
契
約
の
締
結
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

公
共
工
事
の
受
注
者
（
受
注
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
を
含
む
。
）
は
、
契
約
さ
れ
た
又
は
将
来
施
工
す
る
こ
と
と
な
る
公

共
工
事
の
適
正
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
技
術
的
能
力
の
向
上
並
び
に
技
術
者
、
技
能
労
働
者
等
の
育
成
及
び
確
保
並
び
に

こ
れ
ら
の
者
に
係
る
賃
金
そ
の
他
の
労
働
条
件
、
安
全
衛
生
そ
の
他
の
労
働
環
境
の
改
善
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
を
第
八
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
二
章

基
本
方
針
等

第
六
条
第
一
項
中
「
公
共
工
事
の
発
注
者
（
以
下
「
発
注
者
」
と
い
う
。
）
」
を
「
発
注
者
」
に
、
「
そ
の
発
注
に
係
る
」



九

を
「
現
在
及
び
将
来
の
」
に
改
め
、
「
確
保
さ
れ
る
よ
う
」
の
下
に
「
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
担
い
手
の
中
長
期
的
な
育

成
及
び
確
保
に
配
慮
し
つ
つ
」
を
、
「
と
い
う
。
）
を
」
の
下
に
「
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
等
」
を
加
え
、
同
項
に
次

の
各
号
を
加
え
る
。

一

公
共
工
事
を
施
工
す
る
者
が
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
担
い
手
が
中
長
期
的
に
育
成
さ
れ
及
び
確
保
さ
れ
る
た
め
の

適
正
な
利
潤
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
適
切
に
作
成
さ
れ
た
仕
様
書
及
び
設
計
書
に
基
づ
き
、
経
済
社
会
情
勢

の
変
化
を
勘
案
し
、
市
場
に
お
け
る
労
務
及
び
資
材
等
の
取
引
価
格
、
施
工
の
実
態
等
を
的
確
に
反
映
し
た
積
算
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
予
定
価
格
を
適
正
に
定
め
る
こ
と
。

二

入
札
に
付
し
て
も
定
め
ら
れ
た
予
定
価
格
に
起
因
し
て
入
札
者
又
は
落
札
者
が
な
か
っ
た
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
更

に
入
札
に
付
す
る
と
き
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
か
ら
当
該
入
札
に
係
る
工
事

の
全
部
又
は
一
部
の
見
積
書
を
徴
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
積
算
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
適
正
な
予
定
価
格
を
定

め
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
契
約
を
締
結
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

三

そ
の
請
負
代
金
の
額
に
よ
っ
て
は
公
共
工
事
の
適
正
な
施
工
が
通
常
見
込
ま
れ
な
い
契
約
の
締
結
を
防
止
す
る
た
め
、

そ
の
入
札
金
額
に
よ
っ
て
は
当
該
公
共
工
事
の
適
正
な
施
工
が
通
常
見
込
ま
れ
な
い
契
約
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め



一
〇

ら
れ
る
場
合
の
基
準
又
は
最
低
制
限
価
格
の
設
定
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四

計
画
的
に
発
注
を
行
う
と
と
も
に
、
適
切
な
工
期
を
設
定
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

五

設
計
図
書
（
仕
様
書
、
設
計
書
及
び
図
面
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
適
切
に
施
工
条
件
を
明
示
す

る
と
と
も
に
、
設
計
図
書
に
示
さ
れ
た
施
工
条
件
と
実
際
の
工
事
現
場
の
状
態
が
一
致
し
な
い
場
合
、
設
計
図
書
に
示
さ

れ
て
い
な
い
施
工
条
件
に
つ
い
て
予
期
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
特
別
な
状
態
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
の
場
合
に
お
い
て
必

要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
適
切
に
設
計
図
書
の
変
更
及
び
こ
れ
に
伴
い
必
要
と
な
る
請
負
代
金
の
額
又
は
工
期

の
変
更
を
行
う
こ
と
。

六

必
要
に
応
じ
て
完
成
後
の
一
定
期
間
を
経
過
し
た
後
に
お
い
て
施
工
状
況
の
確
認
及
び
評
価
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
。

第
六
条
第
二
項
中
「
及
び
他
の
発
注
者
に
よ
る
発
注
に
」
を
「
に
、
及
び
発
注
者
間
に
お
い
て
そ
の
発
注
に
相
互
に
、
」
に
、

「
こ
れ
ら
の
資
料
の
保
存
に
関
し
、
」
を
「
そ
の
評
価
の
標
準
化
の
た
め
の
措
置
並
び
に
こ
れ
ら
の
資
料
の
保
存
の
た
め
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
及
び
更
新
そ
の
他
の
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
た
め
に
」
を
「
た
め
、
」
に
改
め
、
「
整
備
に
」
の

下
に
「
努
め
る
と
と
も
に
、
他
の
発
注
者
と
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
連
携
を
図
る
よ
う
に
」
を
加
え
、
同
条
を
第
七



一
一

条
と
す
る
。

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
相
互
の
連
携
及
び
協
力
）

第
六
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
施
策
の
策
定
及
び
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
基

本
理
念
の
実
現
を
図
る
た
め
、
相
互
に
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
則
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
発
注
関
係
事
務
の
運
用
に
関
す
る
指
針
）

第
二
十
二
条

国
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
発
注
者
を
支
援
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
、
学
識
経
験
者
、
民
間
事
業
者

そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
公
共
工
事
の
性
格
、
地
域
の
実
情
等
に
応
じ
た
入
札
及
び
契
約
の
方
法
の
選
択
そ
の

他
の
発
注
関
係
事
務
の
適
切
な
実
施
に
係
る
制
度
の
運
用
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
国
の
援
助
）

第
二
十
三
条

国
は
、
第
二
十
一
条
第
四
項
及
び
前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
公
共
工
事
の
品

質
確
保
の
担
い
手
の
中
長
期
的
な
育
成
及
び
確
保
の
促
進
そ
の
他
の
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
施
策
に
関
し
、



一
二

必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
共
工
事
に
関
す
る
調
査
及
び
設
計
の
品
質
確
保
）

第
二
十
四
条

公
共
工
事
に
関
す
る
調
査
又
は
設
計
の
発
注
者
は
、
そ
の
発
注
に
当
た
り
、
公
共
工
事
に
準
じ
、
競
争
に
参
加

し
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
調
査
又
は
設
計
の
業
務
の
経
験
、
当
該
業
務
に
配
置
が
予
定
さ
れ
る
技
術
者
の
経
験
又
は
有
す

る
資
格
そ
の
他
技
術
的
能
力
に
関
す
る
事
項
を
審
査
す
る
こ
と
、
受
注
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に
調
査
又
は
設
計
に
関
す
る

技
術
又
は
工
夫
に
つ
い
て
の
提
案
を
求
め
る
こ
と
そ
の
他
の
当
該
業
務
の
性
格
、
地
域
の
実
情
等
に
応
じ
た
入
札
及
び
契
約

の
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
そ
の
品
質
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

公
共
工
事
に
関
す
る
調
査
又
は
設
計
の
発
注
者
は
、
公
共
工
事
に
準
じ
、
業
務
状
況
の
評
価
の
標
準
化
並
び
に
調
査
又
は

設
計
の
成
果
及
び
評
価
に
関
す
る
資
料
そ
の
他
の
資
料
の
保
存
に
関
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３

国
は
、
公
共
工
事
に
関
す
る
調
査
及
び
設
計
に
関
し
、
そ
の
業
務
の
内
容
に
応
じ
て
必
要
な
知
識
又
は
技
術
を
有
す
る
者

の
能
力
が
そ
の
者
の
有
す
る
資
格
等
に
よ
り
適
切
に
評
価
さ
れ
、
及
び
そ
れ
ら
の
者
が
十
分
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
こ
れ
ら
に
係
る
資
格
等
の
評
価
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る



一
三

も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
検
討
）

２

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関

す
る
法
律
の
施
行
の
状
況
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

３

民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
十
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
三
項
中
「
第
十
二
条
第
四
項
本
文
、
第
十
三
条
第
一
項
前
段
及
び
第
十
四
条
」
を
「
第
十
五
条
第
五
項
本
文
、

第
十
六
条
、
第
十
七
条
第
一
項
前
段
、
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
九
条
」
に
改
め
る
。





一
五

理

由

公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
を
図
る
た
め
、
基
本
理
念
、
発
注
者
の
責
務
等
と
し
て
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
担
い
手

の
中
長
期
的
な
育
成
及
び
確
保
、
そ
の
請
負
代
金
の
額
に
よ
っ
て
は
公
共
工
事
の
適
正
な
施
工
が
通
常
見
込
ま
れ
な
い
契
約
の

締
結
の
防
止
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
多
様
な
入
札
及
び
契
約
の
方
法
等
に
つ
い
て
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法

律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


